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【内容】

本規格が定めるTD-CSTSは、図1に示すように、サービスプロ

バイダ側が追跡データ（ドップラ、測距、アンテナ角度、送信電力、

等）をサービスユーザに伝送するサービスで、本サービスは推奨

規格「相互支援トランスファーサービス -規定フレームワーク

（CCSDS 921.1-B-2）」に基づいて構築される。

追跡データは、推奨規格「追跡データメッセージ(TDM)（CCSDS 

503.0-B-2）」 に従って伝送され、データ伝送モードには、リアルタ

イムモードとコンプリートモードがある。リアルタイムモードは通信

遅延のワーストケースを考慮してデータ量をあらかじめ設定する

が、コンプリートモードでは伝送遅延を考慮せずに全てのデータ

を配信するもので、サービス提供前のデータも含めて伝送するこ

とが可能である。

図1 CSTS追跡データサービス提供例

【概要】

本推奨規格は、宇宙機の追跡運用支援で利用される相互支援伝送サービス（CSTS）のうち、追跡データサービス（TD-CSTS：

Tracking Data Cross Support Transfer Service）を定義するものである。
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